
ご
み
焼
却
灰
を
溶
融
固
化

日
本
環
境
保
全
が
装
置
販
売

日
本
環
境
保
全
（
茨
城
県
牛

却
灰
の
溶
融
固
化
装
置
の
実
証

久
市 、
古
渡
周
作
社
長 、

0
2

試
験
を
完
了 、
本
格
販
売
す
る 。

9
8
.
7
4
•
4
3
5
1)
は

大
手
重
工
メ
ー

カ
ー

な
ど
の
同

熊
本
県
で
進
め
て
い
た
C
み
焼

租
装
置
に
比
べ
小
型
で 、
安
価

な
軍
油
を
利
用
で
き
る
た
め
運

転
費
用
が
安
い 。

価
格
は
毎
時

一
介
を
処
理
す
る
装
濫
で
八
億

ー
十
二
億
円
程
度 。
初
年
度
に

五
—

八
基
の
受
注
を
目
指
す 。

装
湮
は
焼
却
灰
に
重
油
バ
ー

ナ
ー

の
火
炎
を
当
て
て
溶
か

し 、
水
槽
に
落
と
し
て
ガ
ラ
ス

状
の
固
形
粒
子
に
す
る
仕
組
み

で 、
茨
城
大
学
と
共
同
開
発
し

た 。
実
証
試
験
で
は 、
百
日
間

の
連
続
運
転
が
で
き
た
ほ
か 、

排
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃

度
が一
立
方
肝
当
た
り
O
•

 1

九ナノ
（一
戸
は
十
億
分
の一
）

名
と
二
0
0
二
年
規
制
値
の
同

―
—

+
戸
立ラ
を
大
き
く
下
回
る

こ
と
を
確
認
し
た 。i

米
で
自
動
車
部
早
生
産

自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー

の
ム

ロ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
二
0

0
0
年
四
月 、
米
国
で
自
動
車

部
品
の
生
産
を
始
め
る 。
海
外

生
産
は
初
め
て 。
主
に
エ
ン
ジ

ン
用
部
品
を
製
造
し 、
現
地
部

品
調
達
を
拡
大
す
る
日
系
自
動

車
メ
ー

カ
ー

向
け
に
販
売
す

る 。
昨
年
七
月
に
全
額
出
贅
子

会
社 、
ム
ロ
テ
ッ

ク
オ
ハ
イ
オ

コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
オ
ハ
イ

ォ
州 、
JI
室
伝
三
郎
社
長）
を

設
立 、
準
備
を
進
め
て
き
た 。

女
性
の
起
業
研
究
へ
部
会

日
本
ベ
ン
チ
ャ
ー

学
会
（
東

京 、
満
成
忠
男
会
長 、
0
3
.

3
2
6
4
.
9
8
9
3)
は
二

十
九
日 、
「
女
性
と
起
業
研
究

部
会」
を
設
立
す
る 。
女
性
の

起
業
の
特
徴
や
起
業
を
妨
げ
る

社
会
障
壁
な
ど
を
研
究
・

分
析

し 、
打
開
策
を
提
言
す
る 。

リ
ク
ル
ー
ト
で
「
と
ら
ば
ー

ゅ」
な
ど
の
就
職
情
報
誌
の
編

集
長
を
務
め
た
江
上
節
子
産
能

大
学
助
教
授
が
部
会
長
に
就
任

す
る
予
定 。
二
十
九
日
に
開
く

発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は 、

河
合
光
政
ゼ
ネ
ラ
ル
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社
長
ら
が
講
演

す
る 。

雌
寄
荼
i叶-
い
栴
心
喝
窓
芦
俄
h
fぃ
藻
哄
替
d
斗゚

雌
寄
荼
咄
痕
3
写
甜
i5
f%
tr
n
k[、

芯
量
・

閉｛
嗚
翁
注
A
⑱
tt←
Y
緬
叩
注
f
0
叫
斗。

回
I
国
鼎
回
噂
薔

2
0
2
1
/
2
/
9
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